


寸法図および製品仕様

設置方法 ※照明に関しましては、別紙をご参照ください。
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2 地面に深さ380～450mm、幅650mm程度の穴を掘り、50～100mmの栗
石を敷きます。
※基礎寸法は地盤の状況を考慮し、十分にご検討ください。

照明を取り付けます。
詳しい取付方法は、付属の照明に同梱されている施工説明書をご覧ください。

※照明用PF管は付属のものをご使用ください。
※照明用PF管は門柱中央の空洞をご使用ください。（右図参照）
※ インターフォン子機を設置する場合、インターフォン子機およびPF管はお客様ご用意
となります。

3 付属の【振れ止め棒】を門柱本体下部に取り付けます。

6 表札を両面テープで照明部分に取り付けて完成です。
※表札は別納品です。また、事前に表札に入れる文字等のご連絡が必要です。

4 水平器などで垂直にポールを設置し、コンクリートを流し込みます。
※門柱本体は基礎コンクリートに30mm以上埋め込むようにしてください。

5 コンクリートが固化したら、ポスト本体の扉を開けた状態で、ポスト本体とポスト
取付パネルのビス穴を合わせます。ポスト本体に付属している金具を使い、門
柱に取り付けます。
※ポストは別売です。
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※躯体へビスを打ち込む場合は、ビスがきく範囲を別紙（ビス留め推奨位置図）にて
確認し作業してください。

225

（※付属の照明が無い仕様の場合は2番からご覧ください）

※照明の配線穴加工は、現場作業となります。










